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処することだけではなくて、包括的に、全庁的、また視野を広げ、対応する問題であると思います

ので、今後ともこの空き家改正に合わせて、しっかりと庁内で検討、また対応をしていっていただ

きたいと思います。 

以上で、一般質問を終わります。ありがとうございました。 

○議長（松尾徹郎君） 

以上で、加藤議員の質問が終わりました。 

暫時休憩いたします。 

再開を２５分といたします。 

 

〈午後３時１８分 休憩〉 

 

〈午後３時２５分 開議〉 

 

○議長（松尾徹郎君） 

休憩を解き、会議を再開いたします。 

次に、渡辺栄一議員。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

渡辺議員。 〔８番 渡辺栄一君登壇〕 

○８番（渡辺栄一君） 

渡辺栄一でございます。よろしくお願いいたします。 

市民の皆様方をはじめ、いろいろな方々のお知恵を賜りながら、稼げるまち、人口増を目指し、

活動することで、当市の翠の交流都市、さわやか、すこやか、輝きのまちへ寄与してまいりたいと

存じております。 

発言通告書に基づき、１回目の質問を行います。 

１、（仮称）駅北子育て支援複合施設について。 

糸魚川市は１１月２１日、定例記者懇談会において、（仮称）駅北子育て支援複合施設の整備は、

計画に検討を要する部分があるとして、債務負担行為に関する議案の上程を見送ったとの報道につ

いて、伺います。 

(1) 米田市長の「まだ詰まっていない部分もあるので、検討を要するということで今回は断念

した」とあるが、どの部分が詰まっていないのか。 

(2) １２月定例会後の最短の議会で提出したいとは、いつのことなのか。 

(3) 市の方向性はある程度定まっている。手順の段階で慎重に検討していきたいとは、どうい

うことなのか。 

(4) 施設整備の遅れにはならないとも報道されているが、いつ頃を想定しているのか。 

(5) 以前から費用対効果の薄いハコモノ建設は、建設費そのもののほか、毎年の維持費もかか

り、多くの市民から疑問の声が出ています。権現荘の二の舞にならぬように計画を断念すべ

きと考えるが、いかがか。 
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２、柵口温泉権現荘の譲渡について。 

柵口温泉権現荘の譲渡について、進捗状況について伺います。 

(1) 現在の売上高は幾らで、令和５年度の予算額に届く見込みがあるのか。 

(2) １０月２６日の全員協議会以降、応募事業者の信用調査は行ったのか。 

(3) 財政支援の要望について、今後の交渉になるとのことであったが、どのようになったのか。

相手の言い値をそのままのむことはあってはならないと思うが、どう考えるのか。 

(4) 譲渡事務に係る補助金、交付金及び市債の返還金額について変更はないのか。 

(5) 今後のスケジュール案にあるような優先交渉者への通知や選定の結果公表は行ったのか。 

(6) 直営（日帰り温泉のみ）で続けた場合と譲渡した場合とでの試算で、それぞれ多額の負担

額が生じることについて、どのように捉えているか。 

(7) 黒字体質にならない要因は何であると捉えているか。 

３、糸魚川市スキー場事業について。 

温暖化による雪不足や若年層の余暇の多様化などの影響で当市のスキー事業を取り巻く環境につ

いて伺います。 

(1) 当市のスキー場管理活用等調査報告をどのように捉えているか。 

(2) オフシーズンの活用方法について考えはあるか。 

(3) シーサイドバレースキー場は、雪不足で営業日数が少なくなっていると思われるが、今後

の見通しはどうか。 

(4) 両スキー場の指定管理期間が満了となる令和７年度中に方針を固めるとあるが、どのよう

なことが考えられるのか。 

以上、１回目の質問を終わります。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

米田市長。 〔市長 米田 徹君登壇〕 

○市長（米田 徹君） 

渡辺議員のご質問にお答えいたします。 

１番目の１点目につきましては、基本計画修正案の内容を議会において引き続きご審議いただき

たいものであります。 

２点目につきましては、来年６年３月市議会に提案いたしたいものであります。 

３点目につきましては、市の考えを基本計画修正案にお示しし、所管の委員会でご審議をいただ

いており、今後の公募までを円滑に進めるため、引き続き検討したいものであります。 

４点目につきましては、９年度中の供用開始を目指しております。 

５点目につきましては、糸魚川市駅北大火からの復興とにぎわいづくりを背景として、子育て支

援を中心に、多世代が交流できる場所の創出を目指し、整備をしてまいります。 

２番目の１点目につきましては、４月のオープン時から１０月末時点で７０４万円であり、予算

額には届かない見込みであります。 

２点目につきましては、相手方の経営状況等を調査中であります。 

３点目につきましては、現在、相手の条件について交渉しているところであります。 
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４点目につきましては、国県と協議中であります。 

５点目につきましては、所管の建設産業常任委員会において説明し、進めてまいります。 

６点目と７点目につきましては、健康福祉施策として必要な施設と捉えており、一定の負担は必

要と考えております。 

３番目の１点目につきましては、市内スキー場の在り方について検討を進める中で、基礎資料と

して活用してまいります。 

２点目につきましては、魅力的なイベントやアクティビティの充実とともに、合宿等の誘致によ

る温泉や宿泊施設の有効活用が必要であると考えております。 

３点目につきましては、積雪状況等により、営業日数が少なくなることを懸念いたしております。 

４点目につきましては、スキー場の必要性や費用対効果を考慮し、総合的に判断してまいります。 

以上、ご質問にお答えいたしましたが、再度のご質問によりましては、所管の部・課長からの答

弁もありますので、よろしくお願い申し上げます。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

渡辺議員。 

○８番（渡辺栄一君） 

それでは、２回目の質問に入らせていただきます。順番どおりでさせていただきます。 

もう一度繰り返しになるかもしれませんけども、新聞報道では、（仮称）駅北子育て支援複合施

設の債務負担行為に関する議案が見送られたとありまして、詰まっていない部分があるとか、方向

性が定まっているが手順を検討するとは、具体的にどういうことなのか、もう一度分かりやすく説

明していただきたいんですけども、お願いいたします。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

米田市長。 〔市長 米田 徹君登壇〕 

○市長（米田 徹君） 

お答えいたします。 

まだご理解いただいてないようなところも感じられるわけでございますので、そういったところ

を議会の議員の皆様方にお示しをしながら進めてまいりたいと思っております。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

渡辺議員。 

○８番（渡辺栄一君） 

一応、市が事業者、市はこの事業者が設計だとか建築だとか管理運営を一体的に行うこのＤＢＯ

方式で進めたい意向に沿って、スケジュール案やこの事業者候補の実施案などを示してきたわけで

すけども、総務文教常任委員会での基本計画、修正案の見直しや、施設利用の検証を求める意見で

あるとか、このＤＢＯ方式の進め方に疑問の意見等を踏まえての判断としているということで、今

度は指定管理制度に変更になるという、そういうものになったんでしょうか。どうもそこら辺がち

ょっと分からないんですけれども。 
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〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

米田市長。 〔市長 米田 徹君登壇〕 

○市長（米田 徹君） 

お答えいたします。 

他の議員の一般質問の中でもお答えさせていただきましたが、基本的にはＤＢＯ方式で行きたい。

そして、その中で決めていくわけでございますので、大きくは、細かい点についてはまだ定まって

おるわけではございません。考え方として、我々が求めているものを、やはりその辺をもう少し議

員の皆様方からもご理解いただきたいというところが少しずれを感じておる部分がございますので、

そういった点をもう少しご説明をさせていただきたいということでございます。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

渡辺議員。 

○８番（渡辺栄一君） 

そうすると先ほど市長の答弁があったように、３月議会で諮りたいというようなことなんですけ

ども、そうすると、あともう１２月、１、２、３ということで、あとこの二、三か月の間にまた詳

しい説明というんでしょうか、そういったことが行われるということなんでしょうか。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

米田市長。 〔市長 米田 徹君登壇〕 

○市長（米田 徹君） 

お答えいたします。 

３月議会までの間に所管の委員会の中で、また皆様方のご意見をいただいたり、我々の考え方を

説明させていきたいと思っております。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

渡辺議員。 

○８番（渡辺栄一君） 

例えば施設そのものの概要について、変更があるとか、そういったことはもうないということな

んでしょうか。 

それと、もう一つやっぱり私が気になっておるのが、やっぱりこのパブリックコメントに関して、

ネガティブな意見には、真摯に、糸魚川市が向き合ってないんじゃないかというふうに思うんです

けども、そこら辺はいかがお考えでしょうか。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

米田市長。 〔市長 米田 徹君登壇〕 

○市長（米田 徹君） 

お答えいたします。 
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我々は、今の計画案をお示しさせていただいております。基本的にはその方向でいくわけでござ

いますが、やはり我々の求めているものと今提案をしているものと、そしてやはりＤＢＯの中でい

ろんな情報をいただき、そしてまたパブリックコメントでいただいた点についても、それをその中

で入れるか入れないかというのもその中に、要するに市民のご意見というものを取り混ぜながら進

めていきたいと思っております。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

渡辺議員。 

○８番（渡辺栄一君） 

どうでしょうかね。ちょっとこの期間的に短いような気もするし、なかなかどうでしょうかね。

今のこの糸魚川市の出生数というんでしょうかね、私が承知している数といいますか、糸魚川市が

公式に発表してる出生数の数というんでしょうかね、令和４年度の出生数は１７６人であったとい

うことは、もう既に発表はされておりまして、今年度は何人だったのかなというのがちょっとまだ

公式発表はないということ。 

それと、最近、合計特殊出生率というのが、どこを見ても出てないので、今、令和４年最新で、

合計特殊出生率というのはどのぐらいなのかというのが、ちょっと私には分からないので、そこら

辺どうなってるのかということなんですけど、そこら辺教えてください。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

中村企画定住課長。 〔企画定住課長 中村淳一君登壇〕 

○企画定住課長（中村淳一君） 

令和４年の県によります人口動態統計の概況によりますと、令和４年度の糸魚川市におけます合

計特殊出生率は１.４０ということでございます。 

以上です。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

川合市民課長。 〔市民課長 川合三喜八君登壇〕 

○市民課長（川合三喜八君） 

今年度４月から１１月末までの出生届の数は、９３件でございます。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

渡辺議員に申し上げます。 

通告の範囲内でお願いしたいと思います。 

渡辺議員。 

○８番（渡辺栄一君） 

思ったほど多くないのかなというふうに思っております。 

通常、何かものをやるにしても、現在のといいますか、数というんでしょうかね、情勢を見なが

ら未来を予測をして、いろいろ計画を立てて推し進めていくんだろうと思うんですけども、本当に
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出生数が２００人を割り込んでいるというんでしょうか、こういう状況において、４年後を見据え

たときに対象者がさらに減少すると考えられるんですけど、そこら辺と今の計画と整合性が取れる

のかということなんですけども、そこら辺はどう考えておりますでしょうか。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

米田市長。 〔市長 米田 徹君登壇〕 

○市長（米田 徹君） 

お答えいたします。 

子供の数と施設とのやはり関連性というのを今ご指摘かと思うわけでありますが、確かに数と施

設の面積だとか、いろいろ当然そういったことは関連が私はあると思っております。 

しかしながら、数が少なくなったから施設は要らないということはないと思いますし、やはり施

設においては、子供が減少しても必要なものは必要だと思いますし、そしてまた、我々はやはり一

番今捉えておる中におきましては、結果は出ておりませんし、なかなか減少傾向にあるわけであり

ますが、少子化対策というのもやはり大きな事柄であるわけでありますから、ただ箱物として一つ

に判断することではなくて、子供たちにとって必要な施設となるべく、やはり整備をしていきたい

と思っております。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

渡辺議員。 

○８番（渡辺栄一君） 

市長はそういうふうな言い方になってしまうんでしょうけれども、やっぱり行政サービスという

のは大事だと私は思っております。 

ただ、やはり利用者が少なくなるというのがあらかじめ予測されるのに造ろうとしていこうとす

ることには、やっぱりちょっと理解に苦しむんじゃないかと思うんですけど、そこら辺はやっぱり、

ちょっとそこら辺のことを考えていただかなかったら、のべつ幕なしに造ってしまったらこの町は、

この町はというかこの市は、もう財政破綻じゃないんですけども、何でもかんでも造ってしまった

ら、それは皆さんハッピーかもしれないですけど、それはやっぱりちょっと理に合わないと思うん

ですけど、そこら辺はいかがでしょうか。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

米田市長。 〔市長 米田 徹君登壇〕 

○市長（米田 徹君） 

お答えいたします。 

議員ご指摘の、のべつ幕なしというのは、少し不穏当な発言ではないでしょうか。我々は、ずっ

と市民と、やはり意見交換をしながら、そして、今ある行政課題、それに合わせて進めてきてるわ

けでございますので、少しやはり言葉を整えて、選んでいただきたいと思います。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（松尾徹郎君） 
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渡辺議員。 

○８番（渡辺栄一君） 

大変失礼いたしました。発言には注意したいと思います。 

ある程度、どうでしょうね。私は、やはり今あるものというんでしょうか、やっぱり再利用して

いくという考えがいいんじゃないかと思うんです。私の地元の下早川小学校ですけれども、今児童

数が６８名で、来年から複式となってしまうということで、４年後の令和９年度には、もう四十数

名というような数字が載っておりました。市立の小学校とか中学校でも、かなりスペースが空いて

きてるんじゃないかと思うんですけども、そこら辺どう考えていらっしゃるのかなと思いますけど、

そこら辺はいかがでしょうか。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

嶋田こども課長。 〔教育委員会こども課長 嶋田 猛君登壇〕 

○教育委員会こども課長（嶋田 猛君） 

お答えいたします。 

今回の子育て支援複合施設のもともとの出発につきましては、駅北大火からの復興であり、にぎ

わいだったということ。また併せて、子育て世代に対するアンケートにつきましては、私ども、平

成２９年、令和４年度とアンケートを取っておりますが、その中の自由意見欄で、やはり屋内遊戯

場を求める声といったものが一番でありました。 

そのような中、今ほど議員から小学校等での空き教室ということでのご提案でございますが、実

際には児童生徒数の減少によりまして、確かに一クラス当たりの人数が減ってきたり、複式化とい

うのが進んでおりますけども、その一方で、特別支援を有する児童生徒の教室といったものが、各

学校で必要になってきている実情があります。そういった中で現在の校舎を利用してといった、こ

のような施設というものは、現段階では難しいと考えております。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

渡辺議員。 

○８番（渡辺栄一君） 

適切な場所で適切なところということをおっしゃってるんだろうと思うんですけども、私はやっ

ぱり人の行動というのは、もう勝手なもので、天気が悪ければやっぱり外出は控えると思うし、ま

してや冬、雪ふぶいてたら、やっぱり交通事故なんかの危険性もありますんで、やっぱり外出とい

うのは控えると思うんですけども、そこら辺はどう考えられますでしょうか。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

嶋田こども課長。 〔教育委員会こども課長 嶋田 猛君登壇〕 

○教育委員会こども課長（嶋田 猛君） 

お答えいたします。 

糸魚川市ですと四季がありまして、大雪のときがあれば、夏場の暑いときもあります。そういっ

た中で、やはり屋内遊戯施設というのは、これまで糸魚川市になかった施設でありまして、なかな
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か初めての施設というのは、なかなか市民の皆様からまだ理解できてない部分があろうかと思って

おります。 

しかしながら、子育て世代にとっては、こういった屋内遊戯施設が、先ほど申し上げましたとお

り、求められている施設、家だけではなく、そういった皆さんと出会える場所といったものも子育

て世代にとっては、今、求められてる施設でありますので、そういった天候等にもよらず集まれる

場所といったものを、今後の運営内容も含める中で皆さんが居心地のよい施設、また来たくなる施

設といったものを目指していきたいと考えております。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

渡辺議員。 

○８番（渡辺栄一君） 

やっぱり理想と現実というのは、やっぱりあると思うんですよね。そこら辺はやっぱりちょっと

適切に突いてもらいたいなと思います。 

私、７月の２２日、土曜日だったんですけども、青海の総合福祉会館と、今月の２日の青海の生

涯学習センターへ行きまして、「もっと！アソビバ！」というところを見てきたわけなんですけど

も、そこら辺は、行政側としてはどのような成果というんでしょうか、どうであったと思われます

でしょうか。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

嶋田こども課長。 〔教育委員会こども課長 嶋田 猛君登壇〕 

○教育委員会こども課長（嶋田 猛君） 

お答えいたします。 

「もっと！アソビバ！」につきましては、令和４年度、令和５年度ということで実施をしてきて

おります。その中で、例えば７月実施のときであれば、暑さの中でもやはりエアコンの効いたとい

うところで、やはり自宅以外のところでも、決して天候の悪いといいますか、雨や大雪じゃない日

でも、そういったとこにも集まりやすいといった部分もありますし、先般、１２月２日に開催され

た部分も、朝方は雨が降っておりましたが、その後、天候が回復する中でも寒さという部分があり

ました。そういったところで、そういった中でも今回施設につきましては、暖房が完備していると

いうところで、そういった部分でも皆さんが集まりやすい部分だというふうに捉えております。 

そういった中で、それぞれのまた皆さんの声をお聴きしておりますが、やはりこのような子育て

の集まれる場所といったものは、一定数のニーズといったものがあるというふうに捉えております。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

渡辺議員。 

○８番（渡辺栄一君） 

私はやっぱりあの程度の来場の人数では、とてもやっぱり造りたいとは、気持ちにはやっぱりな

りませんでしたね。そこら辺がやっぱりちょっと行政と普通、何ていうんでしょうかね、素のまん

まで見た感じというんでしょうか、それとのギャップがあるように思うんですけども。何かもう皆



－ 225 － 

さんのあれですけども、造りたい一心で、ちょっとやっぱりもうちょっと冷静に考えてもらったほ

うが私はいいんじゃないかと思うんです。そこら辺は、改めていかがでしょうか。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

嶋田こども課長。 〔教育委員会こども課長 嶋田 猛君登壇〕 

○教育委員会こども課長（嶋田 猛君） 

お答えいたします。 

決して、行政側だけが造りたいという思いであるものではありません。これまでも、先ほどもお

答え申しましたとおり、糸魚川市内に住む子育て世代の方々が、こういった施設が欲しいといった

ところと駅北からの復興、にぎわいづくりということで、こちらのほうの計画がスタートしている

ところであります。 

議員も参加していただいたわけですけども、きっと皆さん、こういった施設を造ってもらいたい

ということで、議員としても感じられたんじゃないかというふうに捉えておりますが、やはりそう

いった一人一人の声というのを大切に、計画に反映してまいりたいと考えております。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

渡辺議員。 

○８番（渡辺栄一君） 

本来は、支援センターが手狭になったというところがスタートラインだと思うんですね。あの程

度というと変な言い方ですけど、そんなに大きな発達といいますか、そこの隣のところがちょっと

多くなって、支援センターが手狭になったということからの話だというふうに思うんですけども、

どんどん、どんどんそれが大きく膨らんでなってきたような感じがするんですけども、どうもそこ

ら辺がどうも前のめりになってしまって、なかなか、これで大丈夫なのかなと思うぐらい今の糸魚

川市の規模からいって、やっぱりちょっと無理があるんじゃないかなというのが私の率直な意見な

んですけれども、そこら辺は改めていかがでしょうか。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

嶋田こども課長。 〔教育委員会こども課長 嶋田 猛君登壇〕 

○教育委員会こども課長（嶋田 猛君） 

お答えいたします。 

今ほどの件につきましては、基本計画の修正案のほうにも記載されております。スタートにつき

ましては、先ほど来、申し上げておりますとおり、屋内遊戯施設のニーズが高かったこと、そちら

に相談機能等のあります子育て支援センターの機能を付随させていきたいといったもので、今回計

画のほうを進めたいものであります。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

渡辺議員。 

○８番（渡辺栄一君） 
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子育て支援は、やっぱり必要だと考えてはおるんですけども、やっぱり施設だけでは全く解決で

きるとは思えません。中学、高校、大学へ進学するにつれて、やっぱりそれぞれの場面で、やっぱ

り人的、あるいは経済的な支援を最優先とすべきと考えるんですけども、そこら辺をどう考えてる

かということと、それと、その利用者が減り、負担だけが毎年加わっていく、この箱物に投資する

のは、やっぱりちょっと無駄じゃないかという気が、ちょっとそういう言い方になりますけれども、

とても私は賛成する気にはなれないんですけども、そこら辺改めていかがでしょうか。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

米田市長。 〔市長 米田 徹君登壇〕 

○市長（米田 徹君） 

お答えいたします。 

議員ご承知のとおり、今整備をしようという施設につきましては、幼児を中心に行っております。

ほかには何もしてないような今発言をお聞きしたんですが、そうじゃなくて、私は、糸魚川は０歳

から１８歳までの一貫教育の中で、やはり途切れない支援をしていきたいということで取り組んで

おるわけでございまして、決して今の施設だけで、もう子育て支援といいましょうか、子供の支援

というのは終わっておるというつもりはありません。やはりまだまだいろんな支援があったり、い

ろいろやはり子育て環境というのは整えていかなくてはいけないと思っております。そのようなこ

とで、その一環でございまして、妊娠前からの対応もございます。そして、生まれたら、子供さん

たちはどのように成長していくか、その段階段階でやはり行政の支援というのも連携しながら、や

はり糸魚川の子供たちの教育を、まず子育てを支援していきたいと思っております。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

渡辺議員。 

○８番（渡辺栄一君） 

どうも市長おっしゃっているんですけど、でもやっぱり私にはちょっと響かないんですよね。や

っぱり今の糸魚川市には、勢いがやっぱり欠けているように思います。糸魚川市に人を集めるとか、

企業誘致をやるとか、何か力強い宣言をしてもらいたいし、私のところには、子供や孫まで負担が

かかるので、賛成する方は正直いないんですね。なので、今いろいろおっしゃっていただいておる

んですけども、なかなかやっぱり、はい分かりましたとは、私はちょっとこの場では申し上げれな

いということです。 

次に、２番目の権現荘に関して進みたいと思います。 

権現荘の譲渡についてであります。１問目の質問で、役所が立てた売上予算が、たしか

１,８００万でしたでしょうかね。それが、先ほど市長のお話ですと７００万幾らでしたでしょう

かね。大分差があって、未達成であったということなんですけども、それはどう思っておりますで

しょうか。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

高野能生事務所長。 〔能生事務所長 高野一夫君登壇〕 
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○能生事務所長（高野一夫君） 

お答えいたします。 

先ほど市長の答弁のとおり、４月オープン時から１０月末の時点で７０４万円の収入であります。

このまま向かいますと、年間の収入は１,２００万円程度というふうに見込んでおります。当初、

予算で見ておりました数字につきましては、議員おっしゃられますとおり１,８００万円程度の収

入を見込んでおりましたが、なかなか届いておらない状況であります。現在、なぜ届かないかとい

うことを分析しておるとこでございますが、昼食会場ですとか食事を取る、出すべき施設がないも

んですから、そういったもので宴会ですとか、そういった昼食会ですとかというものが物すごく減

っております。それと、バスを今持っておらないもんですから、地域にお迎えに行って、地区の老

人の方とか女性の方とか地域の活性化の方とかをお呼びするのが非常に困難になっていることから、

収入が伸びていないものというふうに思っています。 

ただ、そういう状況の中でありますので、施設のほうでは光熱水費等を減額するよう努力してお

りまして、最終的な支出は、予算書では３,３７８万円の支出予定ですが、３,２００万円程度で収

めることができるんじゃないかということで、今努力しているところでございます。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

渡辺議員。 

○８番（渡辺栄一君） 

こう言っちゃ失礼な言い方かもしれませんけど、単なる修繕費だとか消耗品を当初に多く見積も

っただけで、何かそんな言い訳的な答弁のように聞こえるんですけど、いかがでしょうか。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

高野能生事務所長。 〔能生事務所長 高野一夫君登壇〕 

○能生事務所長（高野一夫君） 

お答えいたします。 

修繕費等は、今年度ほぼ見ておりません。少ないことになっておりまして、委託料等は見ており

ますが、修繕費等は、全体でも８００万円程度、消耗品を含めて８００万程度となっておりますの

でどちらかというと、光熱費用と人件費を抑えているというのが大きいかというふうに思っており

ます。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

渡辺議員。 

○８番（渡辺栄一君） 

権現荘は、今年度から市の直営ということなんですけども、職員に対しても、権現荘を利用する

ように強く推奨するということはできないものなんでしょうか。やっぱり私も、４月から３回です

けど利用はしておるんですけど、少し責任を感じてもらいたいと思うんですが、いかがでしょう。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（松尾徹郎君） 
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高野能生事務所長。 〔能生事務所長 高野一夫君登壇〕 

○能生事務所長（高野一夫君） 

もちろん市の職員にも権現荘を利用していただくように周知はしておりますが、市内には他の温

泉施設ですとか、そういった施設もありますので、そういったところも使っていただく必要がある

と思っておりますので、必ずしも権現荘だけに来てくださいということは言えない状況と考えてお

ります。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

渡辺議員。 

○８番（渡辺栄一君） 

やっぱりちょっと必死になってもらいたいですよね。やっぱりこういう施設でございますんでね、

やっぱり一丸となってやってもらいたいと思います。示しがつきませんのでね。赤字になって、や

っぱり、いや、すいませんというわけじゃないんですけども。こういう理由でなんて言われても、

やっぱりなかなか、役所の中では通用するかもしれませんけども、一般の世の中では、民間の厳し

い競争の中では、やはり皆さんどうでしょう。職を失ってしまう場合もあるんで、そこら辺は、や

っぱり役所のそういう感覚というのは、やっぱりなくしていただきたいというふうに思います。あ

くまでもコスト意識を持って、競争に勝ってこそ、やっぱりそれなりの、何ていうでしょうかね、

企業といいますか、そういうもんだと思いますので、やはり赤字になってというよりは、やはり

１円でもいいから利益を出して、貪欲にやっぱり考え、考えてといいますか、経営のほうもやって

いただきたいと思います。本当にすいませんで済むんなら、本当に世の中、本当に楽です。楽とい

うか、本当にいいなと思いますんでね、そこら辺ちょっとやっぱり真剣に考えてくださいよ。 

あと、（２）番ですけれども、すいません。１０月２６日以降の全員協議会後、北海道の事業者

で、あるオーナー企業の傘下の会社のうちの１社で、傘下の中にはスキー場やホテルを運営してい

る会社もあるとのことでした。交渉中であることを理由に、その企業名というんでしょうかね、そ

ういった公表がなかったんですけども、それは理解はするんですけれども、糸魚川市が期待するよ

うな評価であったのか、そこら辺は教えてもらえないでしょうか。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

高野能生事務所長。 〔能生事務所長 高野一夫君登壇〕 

○能生事務所長（高野一夫君） 

お答えいたします。 

９月２９日に選定委員会が実際に行われておりますので、そちらの中では、応募のあった事業者

を譲渡先の候補者として選定いただいているということから、市としてもメリットがある事業者だ

というふうに思っております。現在も交渉中でございまして、市長答弁にもありましたとおり、今

議会中の建設産業所常任委員会には、一定の説明ができるものというふうに思っております。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

渡辺議員。 
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○８番（渡辺栄一君） 

信用調査も取られたということで、理解してよろしいというふうに話を進めたいと思うんですけ

ども、信用調査では、通常点数だとか、あるいは点数に基づくＡＢＣランクというのが表示をされ

ておりまして、相手の経営状況だとか、経営者の性格等、把握が大体おおよそできるんですよね。

おおよそですけども６５点以上、Ｂランク以上であればよい会社だというふうに思っております。

あまりよいと評価されなければ、交渉する必要はないと思いますけれども、そこら辺はいかがお考

えでしょうか。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

高野能生事務所長。 〔能生事務所長 高野一夫君登壇〕 

○能生事務所長（高野一夫君） 

お答えさせていただきます。 

議会全員協議会では、信用調査を含め、多くのご意見・ご要望をいただいております。そういっ

たものにつきましても、現在、鋭意努力し、協議もしくは調整をしておりますので、現在の段階で

新たにご説明できるものはないということでございます。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

渡辺議員。 

○８番（渡辺栄一君） 

無理してする必要はないということを言いたいんです。無理して、変に点数があまりよくないの

に、やる必要もないということを言いたかったんであります。 

あと、相手が途中で、相手の企業さんが倒産した場合というのは、どう考えていらっしゃるんで

しょうか。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

高野能生事務所長。 〔能生事務所長 高野一夫君登壇〕 

○能生事務所長（高野一夫君） 

もちろんそういったことも考えられるわけでございますので、譲渡における協議、また協定等の

中で、そういったものに対応できるべく、契約を結んでまいりたいというふうに思っております。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

渡辺議員。 

○８番（渡辺栄一君） 

まだまだ課題が残っているということが、分かりました。 

あと３番目、この相手の財政支援ですけれども、この要望のままなのか、それとも多少条件が緩

和されたというんでしょうか、うのみにすることだけは避けるべきだと思いますけれども、そこら

辺いかがでしょうか。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 
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○議長（松尾徹郎君） 

高野能生事務所長。 〔能生事務所長 高野一夫君登壇〕 

○能生事務所長（高野一夫君） 

財政支援の方法につきましては、相手が提案しているという数字をお示しさせていただいたもの

でありまして、その金額・内容につきましても現在協議中でありますので、全て相手の言うとおり

というようなものではございません。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

渡辺議員。 

○８番（渡辺栄一君） 

納得がいくようなやっぱり交渉をお願いしたいと思います。 

とりあえず、もうよろしくお願いしますとしか言いようがないんですけども、それぐらいしかち

ょっと私のほうとしては、今の段階では言えませんので、よろしくお願いします。 

４番目でございます。 

補助金に関してなんですけども、この返還見込みがゼロ円のところは、返還なしと考えてよいの

かということなんですけども、そこら辺はどうでしょうか。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

高野能生事務所長。 〔能生事務所長 高野一夫君登壇〕 

○能生事務所長（高野一夫君） 

全員協議会の提出させていただいた資料でいいますと、補助金に当たるものにつきましては、こ

れまでと同じような形式、日帰り温泉、宿泊事業を続けるということであれば、返還の必要がない

という方向性で現在調整をしております。 

ただ、総務省の交付金につきましては、現在まだ協議中でございますので、明確にゼロ円という

ようなお話ではございません。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

渡辺議員。 

○８番（渡辺栄一君） 

まだちょっと不確定なところもあるけれども、一応このとおりだよということは、理解いたしま

した。 

あと、５番目でございます。 

高野所長は、本来はこの選定委員会が行われた後に、市が優先交渉者として通知をするのが通例

で、その時点で初めて事業者が発表されるが、今回は通知を発送する前の段階で、議員の意見を聴

いて優先交渉者に選定するかどうか判断したいと答弁をして、優先交渉者とする場合は、事業者に

通知した後、結果公表となる。その後は、住民説明会を予定しているとありますけれども、まだ公

表できる段階ではないということで理解してよろしいでしょうか。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 
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○議長（松尾徹郎君） 

高野能生事務所長。 〔能生事務所長 高野一夫君登壇〕 

○能生事務所長（高野一夫君） 

お答えいたします。 

一般的には、選定委員会で譲渡先候補者として選定をされているわけですから、行政がそれでよ

しということであれば、事業者への通知というのがすぐに行われることが、他市では多くなってお

ります。 

ただ、当市では、権現荘に関しましてはこれまでも多くの論議があったことから、全員協議会を

開かせていただき、概要を説明させていただき、今議会で少し進んだ内容、また説明いただいた後

で優先交渉者として判断していいかという判断をさせていただいて、その後、通知という形になる

かと思います。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

渡辺議員。 

○８番（渡辺栄一君） 

１日の利根川議員の質問でもあったように、地元の説明会には米田市長、出席を希望する声があ

るんですけども、再確認なんですけれども、来ていただけますでしょうか。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

米田市長。 〔市長 米田 徹君登壇〕 

○市長（米田 徹君） 

お答えいたします。 

その発表の内容によって、私も出席させていただきます。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

渡辺議員。 

○８番（渡辺栄一君） 

米田市長の顔が見たいとか声が聞きたいという方がいらっしゃいますんで、よろしくお願いいた

します。 

（６）についてであります。 

譲渡した場合も、計算上は１０年で約１億５,０００万円安く済むようですけれども、やはりこ

の市民感情としては、やはり釈然としないものがやっぱり残ると思いますんで、やはり負担が減る

ような交渉に努めていただきたいんですけど、そこら辺はどうでしょうか。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

高野能生事務所長。 〔能生事務所長 高野一夫君登壇〕 

○能生事務所長（高野一夫君） 

お答えいたします。 
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現在の状況から見て、市の負担が減るとなると、財政支援の金額を減らすということになります

が、そういったものについて努力してまいりたいというふうに考えております。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

渡辺議員。 

○８番（渡辺栄一君） 

ぜひ頑張ってもらいたいなというふうに思います。 

７番であります。 

何に費用がかかり過ぎて利益を圧迫してしまったのか、その把握というんでしょうか、実際、よ

く把握はされていたんでしょうか。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

高野能生事務所長。 〔能生事務所長 高野一夫君登壇〕 

○能生事務所長（高野一夫君） 

お答えいたします。 

今年度の運営ということで申し上げますと、５,１８０万円のうち、光熱水費が２,３４１万円か

かることになりますので、この金額についてをお風呂に入る料金だけで回収するのが難しいという

ことかというふうに思います。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

渡辺議員。 

○８番（渡辺栄一君） 

例えばもともと宿泊できた段階のときに、なぜこういう事態になったのかというのが、ちょっと

私にはよく分からないんですよね。公の建物で、ほとんどロスというか、何か固定資産税がかかる

とか、何かかかってしまって非常に経営を圧迫するような、そういうものは私は見えないような気

がするんですよね。だから通常ちゃんと仕事してれば、ちゃんと利益は出たんだろうと思うんです

けれども、何があの建物がこう、圧迫するというか、経営が行き届かなくなったといいますか、そ

うなってしまったのかなというのが非常に不思議で仕方ないんですよね。なので、本当にそこら辺

どうなのかなと思いまして、いろいろ皆さん周りの方はおっしゃるんですけども、直接、役所の方

からこういうことが理由でこうなったということは聞いてないので、改めてこの席で言っていただ

けたらありがたいなと思います。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

高野能生事務所長。 〔能生事務所長 高野一夫君登壇〕 

○能生事務所長（高野一夫君） 

質問の内容が、宿泊をやっていた指定管理の頃のお話かと思います。そうしますと、今ほど申し

上げましたように日帰りの温泉運営というのは、なかなか元が取れる事業ではありません。そうい

ったところは、指定管理の中でも赤字というふうになっておりまして、それを宿泊事業の中で取り
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戻すというのが指定管理の基本的な考え方であったようです。そういったものの中で、コロナ禍で

すとか、そういったものの中でお客様が半減しているという状況が発生して、実際の経営が成り立

たなくなっていたというふうに判断しております。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

渡辺議員。 

○８番（渡辺栄一君） 

私は、あまりコロナのせいだとか世の中のせいだというのは、したくはないですね。やっぱりそ

こには人が関与してるわけですんで、やっぱりそこら辺の緩さってのが私はあったような気が、気

があったんじゃないかというふうに思います。やはり補助金等を活用して造った建物で、結局は市

民の皆さんの負担を長きにわたってかけてしまう結果となってしまったんで、ほかの箱物について

も戒めとしてもらいたいと思います。 

次に、スキー場に関する質問に移りますけれども、初めに、市政にも多大な貢献をされ、火打山

麓振興株式会社社長の織田義夫氏のご逝去に際しまして、心よりご冥福をお祈りいたします。 

それでは、糸魚川市スキー場事業について、質問させていただきます。 

１番目でございます。 

当市のスキー場管理活用等調査報告での索道輸送人員の推移で、１０年前と比べて、シーサイド

バレーでは４３万人から２７万人、シャルマン火打は２５万人から２０万人に減少して、特にシー

サイドバレーの減少が１６万人減ってるということなんですけども、この減り方が著しいんですけ

れども、そこら辺をどう思っておりますでしょうか。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

大西商工観光課長。 〔商工観光課長 大西 学君登壇〕 

○商工観光課長（大西 学君） 

お答えいたします。 

シーサイドバレースキー場の減り方は、シャルマンと比べれば若干落ちぎみかなとは思いますが、

全国傾向から見ましても同様な減少傾向であると思っておりますので、シーサイドバレースキー場

だけではなくて、全体的な落ち込み状況かなというふうに思っております。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

渡辺議員。 

○８番（渡辺栄一君） 

２０２１から２０２２で、この両スキー場とも市からの指定管理料の援助がなければ、大幅な赤

字と書いてあります。それに関してどう思うのかということと、やはり糸魚川市の負担額がそれぞ

れ１億円以上になっているということと、それとまた、今後のスキー産業の見通しをどのように分

析しているかということを確認したいんですけども。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（松尾徹郎君） 
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大西商工観光課長。 〔商工観光課長 大西 学君登壇〕 

○商工観光課長（大西 学君） 

お答えいたします。 

まず最初に、市からの補助金ということで１億円以上支出されておると。両スキー場も、やはり

生い立ちというのが違いまして、能生のシャルマンにおきましては、第三セクターで地域振興のた

めに事業のほうを行っておるものでございます。ですから、市のお金のほうも、当初から入ってお

ると思っております。 

また、シーサイドバレースキー場につきましては、当初は、民間でサービスを提供しましたが、

やはり地域の皆様が、民間の会社を引き継いで、改めて会社を立て直した。それについて、また市

のほうも地域振興ということでお金のほうを出させていただいたものかというふうに思っておりま

す。 

また、昨今のスキーのトレンドといいますか、今後どのように見ているかというお話ですが、や

はりこの地球の温暖化におきまして、降雪量等も減っております。しかし、やはり富裕層の新たな

レジャーとしまして、世界では大規模なスキー場というのも開発されております。昨今、妙高市の

ほうでもマレーシアのファンドのほうが、新たな開発をするというふうに言っております。ですか

ら、トレンドとしましては、もしかするとやめるスキー場もあれば、大きく開発するスキー場も出

てくるんではないかなというふうに思っております。 

失礼いたしました。今ほど「マレーシア」というところ、「シンガポール」の間違いでございま

した。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

渡辺議員。 

○８番（渡辺栄一君） 

そうですね、なかなか難しい時代になってきたと思います。 

２番目であります。 

オフシーズンの活用ですけれども、やっぱり夏の人工スキーだとかロープウエーを使って、紅葉

を見るだとか、何かほかの観光資源を活用できないもんかと思うんですけど、そこら辺はどう思わ

れておりますでしょうか。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

大西商工観光課長。 〔商工観光課長 大西 学君登壇〕 

○商工観光課長（大西 学君） 

お答えいたします。 

先ほどの市長答弁にありますように、やはり既存施設、温泉等、宿泊施設等もスキー場の周辺に

ございます。そういったものを新たな活用方法を見いだしながら、改めて利用していく。また、ス

キー場だけではなく、周辺のエリアと一体となった活用方法等を検討していきたいなというふうに

思っております。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 
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○議長（松尾徹郎君） 

渡辺議員。 

○８番（渡辺栄一君） 

そうすると、例えばオフシーズンで職員の方というんでしょうかね、どのような業務に携わって

おるんでしょうか。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

大西商工観光課長。 〔商工観光課長 大西 学君登壇〕 

○商工観光課長（大西 学君） 

お答えいたします。 

やはりスキー場経営は、通年営業ができれば一番じゃないかなと思っております。シャルマン火

打スキー場におきましては、ご存じのようにグリーンメッセ能生で、ゴルフ場の経営もされており

ますが、シーサイドにおきましては、やはり夏場の間はなかなか業務はないということで、苦慮し

ているところが現実でございます。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

渡辺議員。 

○８番（渡辺栄一君） 

６月の３日と４日に、私は４日の日に見にいったんですけども、シーサイドバレーでバイクのモ

トクロスがあったんですけども、何でアナウンスをされなかったのかなというふうに不思議なんで

すけどね。かなり行ってみたらいいよというふうに言われまして、結構若い方というか、家族連れ

の若い方が、お子さん連れてやってきたんで、非常に、ええって思ったんですけれども、そこら辺

は、なぜアナウンスされなかったんでしょうか。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

大西商工観光課長。 〔商工観光課長 大西 学君登壇〕 

○商工観光課長（大西 学君） 

お答えいたします。 

そのイベントにつきましては、市の主催ではなくて、民間の方が楽しむために実際に行ったもの

というふうに認識しております。参加されるご家族の皆様が、多く来られていたのではないかなと

いうふうに思っております。 

やはりオフロードバイクは、乗る方乗らない方というのは、はっきり区別できるものかなと思っ

ておりますので、やはりお客様を呼ぶときには、そういった限られた中で集客のほうをされたとい

うふうに認識しております。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

渡辺議員。 

○８番（渡辺栄一君） 
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一応、先ほど地域振興というような言葉もありましたし、実際スキー場を駆け上がっていってる

わけなんで、やっぱりもうちょっとアナウンスをしっかりされたほうがよかったんじゃないかなと

思いますし、また今年、今年といいますか来年度もあるかと思うんですけど、そこら辺もちょっと

力入れていってもらいたいなと思うんですけど、そこら辺いかがでしょうか。やっぱり職員も、自

分たちで稼ごうというような意識がないと、なかなか結果も出てこないと思うし、そこら辺どうな

んでしょうかね。このホワイトクリフだとか歩荷茶屋というのは、この会社の利益に寄与している

ものなんでしょうか。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

大西商工観光課長。 〔商工観光課長 大西 学君登壇〕 

○商工観光課長（大西 学君） 

お答えいたします。 

やはりシーサイドバレースキー場に付随します施設でございますので、利用いただければ、寄与

しているふうに、等は思っております。 

ただ、今回のイベントにつきましては、先ほどお話しさせていただきましたが、市が主催、また

シーサイドバレースキー場が主催ではなくて、民間の方たちがやられたイベントでございますが、

今、ご提言ありましたように、一緒になってＰＲのほうを図っていけるかどうかは、また検討させ

ていただきたいと思います。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

渡辺議員。 

○８番（渡辺栄一君） 

ぜひお願いをいたします。 

最後の質問になります。 

今まで投資した、今までの投資を無にはしたくはありませんので、定量評価だとか定性評価では、

やっぱり厳しい見通しも出ております。存続か廃止かを含めた判断が必要と思われますけれども、

そこら辺はいかがお考えでしょうか。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

大嶋産業部長。 〔産業部長 大嶋利幸君登壇〕 

○産業部長（大嶋利幸君） 

今ほど答弁させていただいておりますとおり、昨今のスキー場の運営については、大変全国的に

厳しいものがあるというふうに思っております。そのような中、これまでも当市のスキー場につき

ましては、地域の産業振興ですとかスポーツの振興、あと雇用、それらを含めて、市が必要という

ことで運営してきたところでございます。冒頭の委託の状況結果も含めまして、今後、総合的に判

断し、しかるべき対応が必要であるというふうに考えております。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（松尾徹郎君） 
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渡辺議員。 

○８番（渡辺栄一君） 

温暖化による雪不足というのは、否めることはできません。 

しかし、糸魚川市には観光がございますので、以上です。 

ありがとうございました。 

○議長（松尾徹郎君） 

以上で、渡辺議員の質問が終わりました。 

本日は、これにてとどめ、延会といたします。 

大変ご苦労さまでした。 

 

〈午後４時２８分 延会〉 
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